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汲み取りにくくしているきらいがある点である。その 3 は， 日本神話と韓国神話の比較研究としながらも，その関心
が韓国神話の理解を深めることに置かれているため，比較を通じて浮かび上がって来た差異がそれぞ、れ何を語ってい
るのかをくわしく論じていないことである。しかしながら，こうした不充分な点があるものの，本論文に一貫して流
れる説話の構造比較研究へのひたむきな姿勢は注目に値するものである。今後の研鎖によってこれらの問題点の克服
を期待する。
以上のように，本論文は，従来のこの分野の研究に新しい視角を提示しているのみならず， 日本の文化人類学の神
話・説話研究方法を韓国に導入することで韓国の民間説話についても新しい研究領域を切り開いており，両国の学者
間の活発な議論を喚起する契機となるだろう。
本審査委員会は，博士(文学)の学位を援与するに値するものと認定する。
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